
政策　03　安全・安心に暮らせるまちづくり

施策　05　上水道の安定供給

あるべき姿
安全な水道水を安定的に使用することができます。

■施策の成果状況と評価

水質基準不適合率（％）

【水道課】

指
標
の
動
き

管路の管洗浄作業や定期的な水源井の点検、
配水池等の清掃業務を例年どおり実施したこ
とが挙げられます。引き続き適正な水質の維
持に努めます。 

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

0.0

0.0

0.0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標
①

指
標
の
動
き

年間給水制限日数（日）

【水道課】

前年度と同様、渇水や水道施設の事故等のた
めに、減圧等によって給水制限した日数はな
く水道施設の日常点検をはじめ、設備等の更
新や維持管理に努めてきたことが挙げられま
す。引き続き安定供給に努めます。
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分析・評価

後期基準値

R08実績

R08目標値

0

0

指標値の注釈

分析・評価



■基本事業の成果状況と評価

基本事業01　安定した水道水の供給
水道施設利用率（％）

【水道課】

指
標
の
動
き

１日の平均配水量が上昇したことが挙げられ
ます。引き続き安心安全な水道水の供給に努
めます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

55.6

55.5

55.8

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業01　安定した水道水の供給
基幹管路の耐震管率（％）

【水道課】

指
標
の
動
き

古くなった基幹管路を更新したことにより耐
震管率が向上しました。今後も老朽化が進む
基幹管路の更新や国の上尾道路整備事業に合
わせた更新などを進めます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

5.2

5.2

8.7

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業01　安定した水道水の供給
浄水施設の耐震化率（％）

【水道課】

指
標
の
動
き

箕田浄水場のろ過機を修繕したことに伴い、
浄水施設の耐震化率が向上しました。
今後は、将来の水需要等を踏まえ、適切な浄
水場施設の規模などを検討しながら進めてい
きます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

28.8

28.8

42.2

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業02　安全な水道水の供給
水源の水質事故件数（件）

【水道課】

指
標
の
動
き

水源の突発的水質異常のリスクを表す水源の
水質事故件数は、前年度と同様にありません
でした。定期的な原水水質の検査や水源施設
（深井戸）の維持管理を実施したことが考え
られます。
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5.2
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0
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0
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指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価

指標値の注釈

分析・評価



基本事業02　安全な水道水の供給
総トリハロメタン濃度水質基準比率（％）

【水道課】

指
標
の
動
き

トリハロメタンは水道水の消毒として使用さ
れる塩素が原水の有機物に反応して生成され
る物質です。水温とトリハロメタンの濃度は
比例関係にあり、配水水温の低下に伴いトリ
ハロメタンの濃度も11.9ポイント低下してい
ます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

22.5

37.3

25.4

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業03　経営の安定化
水道事業営業収支比率（％）

【経営業務課】

指
標
の
動
き

営業収支比率は水道事業の収益性を表す指標
で、基準値(97.9%)と比較すると12.3ﾎﾟｲﾝﾄ低
下、前年度と比較すると4.5ﾎﾟｲﾝﾄ低下してい
ます。
浄水場耐震診断業務委託料及び浄水場ろ過修
繕費など営業費用が増加したことが挙げられ
ます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

89.5

90.1

85.6

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業03　経営の安定化
水道料金回収率（％）

【経営業務課】

指
標
の
動
き

料金回収率は水1立方メートルあたりの収益
と費用の割合を示すもので、基準値(100.1%)
と比較すると12.0ﾎﾟｲﾝﾄ低下、前年度と比較
すると4.8ﾎﾟｲﾝﾄ低下しています。
給水収益は横ばいですが、委託料や修繕費等
の経常費用の増加により給水原価が上昇した
ことが挙げられます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績

対
基準値

91.7

92.9

88.1

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業03　経営の安定化
有収率（％）

【経営業務課】

指
標
の
動
き

有収率は、基準値(91.3%)と比較すると0.2ﾎﾟ
ｲﾝﾄ向上、前年度と比較すると0.3ﾎﾟｲﾝﾄ低下
しています。
消火活動による消防用水や水道管内の付着物
等を排除するための管洗浄水等の水道料金の
対象とならない無収水量が、前年度と比較し
て増加したことが挙げられます。

R04実績

R05実績

R06実績

R07実績
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指
標
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